
 
 

一

 
 
 

国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
未
定
稿
） 

 

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
百
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
百
十
一
条
の
二 
第
百
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
営
利
企
業
等
に
対
し
、
役
職
員
を
そ
の
離
職
後
に
、
若
し
く

は
役
職
員
で
あ
つ
た
者
を
、
当
該
営
利
企
業
等
若
し
く
は
そ
の
子
法
人
の
地
位
に
就
か
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
役

職
員
若
し
く
は
役
職
員
で
あ
つ
た
者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
若
し
く
は
当
該
地
位
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
、

又
は
当
該
役
職
員
を
そ
の
離
職
後
に
、
若
し
く
は
役
職
員
で
あ
つ
た
者
を
、
当
該
営
利
企
業
等
若
し
く
は
そ
の
子
法
人
の
地

位
に
就
か
せ
る
こ
と
を
要
求
し
、
若
し
く
は
依
頼
し
た
職
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
改
正
） 

２ 

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 

二

 

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
百
十
二
条
第
一
号
」
を
「
第
百
十
一
条
の
二
及
び
第
百
十
二
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。 



 
 

三

 
 
 
 
 

理 

由 

 

国
家
公
務
員
の
離
職
後
の
就
職
を
め
ぐ
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
国
家
公
務
員
法
第
百
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る

職
員
の
行
為
に
対
し
、
罰
則
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


